
最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。

FRBの趨勢は6月FOMC据え置きに

ECB

7-9月

1ドル＝140-145円圏に注意せよ

FRBは雇用統計が突出したものでなければ、6月の利上げを見送り、利上げ

ペースを減速させる計画を進めている（米WSJ記者・ニック・ティミラオス氏 6/1）

6月利上げ停止し「様子見」が望ましい（フィラデルフィア連銀ハーカー総裁 6/1）

次回FOMC現時点で利上げ見送り支持（フィラデルフィア連銀ハーカー総裁 5/31）

FRBの金利据え置き、引き締め終了を意味せず（ジェファーソン理事 5/31）

利上げ停止「やむを得ない」と見認めず（クリーブランド連銀メスター総裁 5/31）

利上げ一時停止間近の可能性（ボストン連銀コリンズ総裁 5/25）

6月の利上げ見送り可能、停止ではない（ウォーラー理事 5/24）

FOMC決定を巡る発言は時期尚早、データに依存へ（SF連銀ディリー総裁 5/22）

6月FOMCの決定「予断持たず」（リッチモンド連銀バーキン総裁 5/22）

「少々待つ」ことに抵抗なし（アトランタ連銀ポステック総裁 5/22）

6月利上げか休止か「五分五分」（ミネアナポリス連銀カシュカリ総裁 5/22）

年内さらに0.5％利上げの必要も（セントルイス連銀ブラード総裁 5/22）
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1票

1票

1票
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5月30日の財務省・金融庁・日銀の三者会合「前」

ECB

7-9月

1ドル＝140-145円圏に注意せよ
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127円21銭

11/21-22高値
142円20-25銭 142円49銭
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ECB

7-9月

1ドル＝140-145円圏に注意せよ
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出所：Refinitiv 作成：岡三証券 6月1日午前6時時点（日本時間）

5/30 15：33
財務省・日銀・金融庁が

三者会合開催へ
140円90-91銭

5月30日の財務省・金融庁・日銀の三者会合「後」

ダブルトップ形成
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思い起こせよ、昨年6月、9月の三者会合以降

ECB

7-9月

1ドル＝140-145円圏に注意せよ
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「断固たる措置を実施した」
（神田財務官 9月22日）

「介入有無についてコメントしかねる。
やっていてもコメントしない」
（神田財務官 10月22日）

「コメントしない」
（神田財務官
10月24日）

9月下旬から10月下旬に約9.2兆円の円買い介入を執行

国の威信、矜持を賭けての
為替介入に失敗は許されない
≒相応の覚悟
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FX投資家は利食い千人力也

ECB

東京金融取引所のドル買い円売りの建玉残高推移

1ドル＝140-145円圏に注意せよ
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●FXのドル買い円売りポジションは

4月以降縮小傾向
(千枚)

出所：東京金融取引所「くりっく365」 作成：岡三証券 6月1日時点
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米雇用統計6月2日金曜日21：30発表

5月失業率予想:3.5%（前回3.4％）
5月非農業部門雇用者数予想：+19.0万人（前回25.3万人）
5月平均時給 （前月比）予想：0.4％（前回0.5％）

（前年比）予想：4.5％（前回4.4％）

・米雇用統計

ポイント
平均時給など賃金の伸びが落ち着きを示せば、労働需給の弛緩

としてインフレ圧力低下につながる、との見方に

⇨6月13日の米国の5月消費者物価指数（CPI）の先行指標

⇨最終判断は6月13－14日のFOMC・・・。
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短期ドル円

ECB

1ドル＝140-145円圏に注意せよ
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出所：Refinitiv 作成：岡三証券 6月2日午前6時時点（日本時間）
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